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oアブラゼミ

(GraptopsaltrianigrofuscataMotschulsky)

日本全土に最も普通な種であり、姫路市内でも最も

多いセミである。この普通種のセミでも幼虫期間は6

年もかかるといわれている。特にナシやリンゴなどの

果樹園に発生して意外な害を与えることがあるという

成虫・幼虫ともに果樹害虫である。名前の由来は鳴き

方ｶ、油で揚げものをしている時の音に似ているから

でジージリジリジリと鳴く。 7月上旬より出現。

〈採集例＞

姫路市山田町牧野1忽 12－Ⅷ-1964 col・相坂耕作

姫路市勝原区丁 1忽 8－Ⅷ-1983 col.前田和彦

姫路市書写山 1罰 7－Ⅷ-1983 co1.古谷夕子

姫路市の昆虫（セミ科）

相坂耕作

はじめに

閑さや岩にしみ入蝉の青（芭蕉）蝉鳴や行者の通る

午の刻（蕪村）初蝉や人投陰をしたふ頃（一茶）のよ

うに昔から蝉は漢詩・和歌・俳句や詩の中にまで歌わ

れ、 また我々の生活にも無意識のうちにも、セミに対

、していくらかの親しみFは感じているものと思われま塊
， 筆者は恥てんとうむしNQ6蝋にて姫路市の昆虫とし

て蝶、 トンボを記したが、今回は姫路市の昆虫として

セミ科を取り上げてみた。筆者自身も専門的にもセミ

を採集研究している訳でもなく、どちらかといえば消

極的な内職イメージでもある。 しかし姫路にはどんな

蝉がいるかと考えた時データがなくては困ることもあ

るので一応筆者自身が採集した蝉及び姫路市立科学館

の児童生徒の採集データなども利用させて頂き、全種

について解説採集データを記して報告しておく。

Oニイニイゼミ

(PlatypleuraKaempferiFabricius)

この種も最も普通な小型種で、姫路地方では6月下

旬の梅雨あけのころから至るところでチィー……と鳴

きはじめる。各種の樹木に生息し、 8月には個体数は

減っていき9月初旬まで見られる。姫路の各地にいる。

〈採集例＞

姫路市山田町牧野 1畝4－Ⅷ-1968col・相坂耕作

姫路市飾磨区入船町1¥10－Ⅷ-1983col.相坂耕作

姫路市四郷町 l伊5－Ⅷ-1983col・古谷夕子

Oセミとは

セミは半翅目、半翅亜目に属し、羽化するまで数年

かかるという昆虫で、成虫になると数日で死ぬという

運命の短い昆虫である。現在日本に産するセミは36種

あり、兵庫県下には13種が知られている。そのうち姫

路市内には8種類が分布し、成虫の出現期もハルゼミ

のように4月頃から出る種やチッチゼミのように9月

1頃出る種とまちまちである。幼虫は土の中で、木の根
から液を吸収し羽化はおもに夕方から早朝にかけてお

こなわれる。成虫は木の汁や果物などの汁も吸う。

oヒグラシ

(TannajaponensisDistant)

姫路市では書写山や、増位山、広峰山その他の低山

地に生息していて、 7～8月に多くおり、その鳴き方

は特徴があり、カナカナカナとの金属音を発する。好

んで夕刻や曇天に鳴き、 ここは山だと証明している鳴

き声である。

〈採集例＞

姫路市書写山 13 30－Ⅷ-1974 col・相坂耕作

姫路市書写山 1罰 7－Ⅷ-1983 col.古谷夕子

oクマゼミ

(Cryptotympanajaponensislcato)

姫路では最も普通に産するセミのうちの1種で瀬戸

内海側には特に多い。西日本ではセンダン、カキなど

に多い。鳴き方はシャアシャアかシャシャシャである。

姫路市の書写山、広峰山、増位山などは7月上旬より

出現する。

〈採集例＞

姫路市姫路城 13 1－Ⅷ-1965 Col.相坂耕作

姫路市飾磨区 1旱 2－Ⅸ-1982 col.相坂耕作

姫路市勝原区丁 1罰 27－Ⅷ-1983 col､前田和彦

姫路市四郷町 1ざ1 5－Ⅷ-1983 col.古谷夕子

oハルゼミ

(Terpnosia vacua Olivier)

書写山など姫路の低山地に4月頃から5月中旬くら

いまで鳴いている。松林におりムゼームゼー又はケー

キョ・ケーキョともギィャーギィャーともきこえる。

鳴き声の割には成虫は案外採れないようである。

〈採集例＞

姫路市山田町藤の木山1旱9-V-1982col.相坂耕作
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